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はじめに
　岡山県精神科医療センター（以降，
本院）は人口71万人の政令都市であ
る岡山市の中心部にあり，中国四国
地方への玄関口である岡山駅から南
へ約 2 ㎞のところに位置しています．
　子どもから高齢者まで全ての年代
の精神疾患に対応している精神科専
門病院であり，24時間365日，精神科
救急患者を受け入れています．また
県民が必要とする領域には可能なか
ぎり取り組むため，児童思春期精神
科，アルコール・薬物依存症の拠点
施設の設置，うつ病や自殺などの精
神的危機への介入を行っています．
　また東古松サンクト診療所（以降，
診療所）を開所し，訪問診療・訪問
看護・デイケアを行い，在宅医療の
充実に挑戦しています．
病院理念・基本方針
病院理念
　人としての尊厳を第一に安心・安
全の医療をめざします．
基本方針
1．人権を尊重し，利用者の方々の
視点に立った良質な医療を提供し
ます．
2．地域や関係機関との連携をすす
め，患者さんの社会参加を積極的
に支援します．
3．“光と風と緑”あふれる，明るく
快適な治療環境を提供します．
4．研修・研究をとおして自己研鑽
に努め，精神科医療水準の向上を
図ります．
5．公的病院の責務を果たし，健全で
透明性の高い病院運営に努めます．
病院概要
診療科目
　精神科・児童精神科
病床数
　252床
（以下，平成28年度の実績件数）
外来件数／訪問看護件数（ 1日平均）
　276名／34人
デイケア件数（ 1日平均）
　回復期　本院：38名
　慢性期　診療所：44名
新規入院患者数／平均在院日数
　1,373名／54.1日
精神科初診
　2,618名／年
精神科医療の拠点施設として
　精神疾患は誰もが発症する可能性
を有します．可能な限り慢性化を予
防し，家族を支え，本人の希望が実
現される医療が求められています．
本院では断わらない医療を実践し，
関係機関と協同した支援に取り組ん
でいます．学籍のある子どもには院
内学級を設置し，精神疾患への治療
とともに育ちを応援できる体制を整
備しています．また疾病理解を促進
し，就労を目標としたデイケアを実
施するなど教育，保健福祉機関と広
く連携した医療を実践しています．
　岡山県からは「子どものこころ拠
点病院」，「依存症拠点病院」に指定
されています．診療所・病院，関係
機関等と連携し，点を面にして県民
のニードに対応できるように診療，
研修，人材育成に取り組んでいます．
　また「難治性精神疾患地域連携体
制整備事業」を通して，従来の薬物療
法では効果が不十分であった統合失
調症の方に，「治療抵抗性」に有効と
されるクロザピンを処方できる体制
を整備し，普及活動を進めています．
　「岡山市・身体精神合併症救急連
携モデル事業」では，救急搬送がな
される岡山市内の12総合病院救急科
から24時間365日の電話コンサルテ
ーションをうけ，必要時には往診を
行うことで，身体・精神の両疾患を
有する方への連続性のある治療に挑
戦をしています．
　晴れの国「岡山」ではありますが，
災害時の備えが必要です．岡山県地
域防災計画において，当院は「岡山
県・災害時精神科中核病院」に指定
されました．発災時には精神科医療
機関の機能維持し，避難所等でのメ
ンタルヘルス支援，災害時派遣医療
チーム（DMAT）との連携した活動
を行います．
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外来医療の概要
　平成28年度，延べ88,487人の外来
患者が受診しました．外来医療を診
察室内にとどめず，医師，看護師，
コメディカルスタッフによる往診・
訪問，電話相談，地域との調整会議
の開催，関係機関との連携等，通院
する患者のニーズに合わせた個別支
援を行い，治療の継続や再発予防を
行う幅広い活動を展開しています．
　心神喪失等の状態で殺人等の重大
な他害行為を行い不起訴や無罪にな
った人に対する適切な治療の実施と
社会復帰を促進するため，心神喪失
者等医療観察法が平成17年 7 月15日
に施行されました．同日指定通院医
療機関の指定を受け，指定通院患者
の受け入れを行っています．他に，
刑事簡易精神鑑定，少年鑑別所・警
察留置所収容者の診察，措置診察，
児童相談所一時保護者の診察なども
積極的に行っています．
　なお，平成19年度から児童思春期
外来，依存症外来，平成25年度から
は大人の発達外来を開設し，これに
より外来は一般精神科外来，児童思
春期外来，依存症外来，大人の発達
外来，救急外来と機能分化しました．
また，家族からの相談を受ける家族
相談も行っています．
　平成26年度からは，岡山市身体精
神合併症救急連携事業の運営を受託
しています．精神科救急患者を24時
間365日受け入れる体制を整備し，岡
山県の精神科医療の中核としての役
割を担っています．
入院医療の概要
　患者の早期社会復帰を目指してお
り，平成28年度の平均在院日数は
54.1日（司法精神入院棟を除く）で
した．また，病院を機能分化してお
り，長期入院治療が必要な事例につ
いては時間をかけ腰を据えた治療を
実践しています．
　平成16年度から運用を開始した西
棟の機能別 3 入院棟（現在の精神科
救急急性期，重度慢性期，依存症）
と平成18年度から運用を開始した中
棟の入院棟（現在の精神科急性期，
児童・思春期精神科）では，それぞ
れの入院棟がその機能を果たすとと
もに，リハビリ部や医療連携部と連
携しながらリハビリテーション，退
院促進，退院後の継続ケア，長期入
院者の退院後の地域での生活を実現
するための支援を行っています．
　また，中国・四国地方では最初の
医療観察法指定入院医療施設を平成
19年10月に設置し33床で運用してい
ます．
リハビリテーション
　リハビリテーションを担う部門と
して，リハビリ課（作業療法班・デ
イケア班・心理臨床班）では，「多職
種によるチーム医療」と「機動性」
を肝にした総合的かつ多面的なリハ
ビリテーションを実施しています．
　医療福祉課は，地域連携室を運営
するほか，在宅・地域生活を支える
医療が提供できるように活動してい
ます．
臨床研究
　重症精神疾患の病態解明のための
臨床研究に取り組み，得られたデー
タや成果を公表するとともに，精神
科医療の研究・診療に携わる人材の
育成に努めています．
　平成28年度進行中の本院を主管と
する主な臨床研究は以下のとおりで
す．
・現在高速液体クロマトグラフィー
を用いた血漿中クロザピン濃度の
測定に関する研究
・初回エピソード精神病に対するケ
ースマネージャー介入等による包
括的支援についての研究
・精神科受診を要する神経発達障害
とインターネット依存症の関係に
ついての臨床研究
　他に，多施設共同研究への参加・
協力を多数行っています．
おわりに
　精神科医療の将来の姿は動的なも
のであり，私たちの姿勢によって変
化していきます．私たちは，以下の
ことに挑戦しつづけます．
・断らない医療／均霑化のなされた
医療
・一般科と精神科との連携／協働
・慢性化を可能な限り阻止し QOL
を追求する
・「重度かつ慢性」の最小化
・公的病院の責務としての政策医療
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